
課 班 必要性 効率性 公平性 緊急性 方向性

1 保健福祉課 高齢者支援班 介護人材確保事業

2 保健福祉課 健康推進班 （成人期）歯周疾患検診事業 A A A B ①

3 保健福祉課 福祉対策班 成年後見制度利用促進助成事業 A A A B ②

4 保健福祉課 福祉対策班
保健福祉総合センター管理運営事
業

A A A B ①

5 町民生活課 生活環境班
「住生活基本計画」及び「公営住宅
等長寿命化計画」の見直し

A A A B ①

6 町民生活課 生活環境班 省エネ型生活灯 A A A B ①

7 町民生活課 生活環境班
町営住宅修繕（宮町団地軒天張替
工事、宮町・富町・東町団地街灯
LED改修工事）

8 町民生活課 生活環境班 葬祭場火葬炉等補修

9 保健福祉課 福祉対策班 臨時福祉生活支援事業 A A A A ①

10 建設水道課 土木建設班 都市計画マスタープラン見直し A A A B ②

11 教育振興課 社会教育班 青少年海外派遣育成事業 A A A B ①

実施とするが、予算化にあたっては補助率や実施期間等を地域と調整し、明確にすること。

事務事業名称
２　次　評　価　（ 政 策 調 整 会 議 ）

新規事業として計画どおり実施。予算化にあたっては対象世帯積算に係る基準率の設定、有効的な支援
方法について検討すること。

H31の実施に向け実施。予算化にあたって事業（見直し）内容・実施方法を整理・精査すること。

新規事業として計画どおり実施。予算要求までに事業内容・実施方法について精査すること。

見直しの具体的な方策 及び 指示事項

【前回（11/9）指示事項】事業の目的と対象者を再考し、より有効的な手法を検討すること。
事業計画どおり実施する。

H31の実施（体制整備）に向け実施。実施方法は予算編成に向けなお検討すること。
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実施計画による管理案件であるため評価対象外とする。

担当
№

【前回（11/9）指示事項】事業所が自助的に実施する人材確保事業に対し、支援する方法について、より
有効的かつ公平性のある手法を検討すること。
評価見送り、事業内容について再考すること。

H31に向け計画どおり実施。実施方法（手法・期間）は予算編成に向け精査すること。

実施計画による管理案件であるため評価対象外とする。

新規事業として計画どおり実施。調整交付金等有利な財源活用について検討すること。
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12 企画商工観光課 商工観光班 商工業者持続化補助（制度拡充） A A A B ①

13 企画商工観光課 商工観光班
新規開業・特産品開発支援事業補
助（制度拡充）

A A A B ①

14 企画商工観光課 商工観光班
地域おこし協力隊(観光推進員)事
業

A A A B ①

15 農業振興課 農業振興班
農地及び農業用施設災害復旧等
助成事業補助金

16 教育振興課 社会教育班 郷土館・開拓記念館AR整備事業 A A A C ②

評価見送り、事業目的・内容について再考すること。

事業計画どおり実施する。

事業計画どおり実施する。

事業計画どおり実施する。

当該施設の運営方法をはじめ、郷土・歴史の学習施設としてのあり方から検討すること。


